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(57)【要約】
【課題】携帯機器内にあるノイズ信号源から発生するノ
イズ信号により、テレビ受信感度の劣化を防止する。
【解決手段】この目的を達成するために、携帯機器１０
１内のノイズ発生源から出力されるノイズ信号を抽出す
るピックアップアンテナ１３３と、テレビ受信用アンテ
ナ１１７からの信号が一方の入力に供給されるとともに
他方の入力にピックアップアンテナ１３３からのノイズ
信号が供給されるノイズキャンセル部１３７を設け、ノ
イズキャンセル部１３７においてテレビ受信用アンテナ
１１７に飛び込んだノイズ信号をノイズキャンセル部１
３７によりキャンセルする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ノイズ発生源に近接して配置されるとともに前記ノイズ発生源から出力されるノイズ信号
を抽出するピックアップアンテナと、テレビ受信用アンテナからのテレビ信号が第１の入
力に供給されるとともに前記ピックアップアンテナにより抽出された前記ノイズ信号が第
２の入力に供給されるノイズキャンセル部を設け、前記テレビ受信用アンテナに飛び込ん
だ前記ノイズ信号を前記ノイズキャンセル部によりキャンセルするノイズキャンセル装置
。
【請求項２】
前記ノイズキャンセル部は、前記ピックアップアンテナにより抽出した前記ノイズ信号の
位相および利得をそれぞれ調整するキャンセル信号生成回路と、前記テレビ受信用アンテ
ナからの信号が第１の入力に供給されるとともに前記キャンセル信号生成回路から出力さ
れるノイズキャンセル信号が第２の入力に供給される合成回路とからなる請求項１に記載
のノイズキャンセル装置。
【請求項３】
前記ピックアップアンテナの長手方向の長さは、前記テレビ受信用アンテナの長さより短
くし、前記ピックアップアンテナの長手方向は、前記テレビ受信用アンテナに対して平行
に設けられた請求項１に記載のノイズキャンセル装置。
【請求項４】
前記ピックアップアンテナの長手方向の長さは、前記テレビ受信用アンテナの長さより短
くし、前記ピックアップアンテナの長手方向は、前記テレビ受信用アンテナに対して直角
に設けられた請求項１に記載のノイズキャンセル装置。
【請求項５】
前記ピックアップアンテナには渦巻き型のプリントパターンまたはチップインダクタが用
いられ、前記渦巻き型のプリントパターンまたはチップインダクタの巻軸方向は、前記ノ
イズ信号発生源からのノイズ信号の進行方向に一致させ、前記渦巻き型のプリントパター
ンまたはチップインダクタの巻軸方向は、前記テレビ受信用アンテナに対して直角に配置
された請求項１に記載のノイズキャンセル装置。
【請求項６】
前記ピックアップアンテナの両端部は、平衡回路の配線部により前記キャンセル信号生成
回路の入力に接続される請求項１に記載のノイズキャンセル装置。
【請求項７】
前記ピックアップアンテナと前記キャンセル信号生成回路の間であって、前記ピックアッ
プアンテナの出力に近接して高周波増幅器を設けた請求項１に記載のノイズキャンセル装
置。
【請求項８】
第１、第２のノイズ発生源に近接して配置されるとともに前記第１、第２のノイズ発生源
から出力される第１、第２のノイズ信号をそれぞれ抽出する第１、第２のピックアップア
ンテナと、テレビ受信用アンテナからのテレビ信号が第１の入力に供給されるとともに前
記第１、第２のピックアップアンテナにより抽出された前記第１、第２のノイズ信号が第
２、第３の入力にそれぞれ供給されるノイズキャンセル部を設け、前記テレビ受信用アン
テナに飛び込んだ前記第１、第２のノイズ信号を前記ノイズキャンセル部によりそれぞれ
キャンセルする請求項１に記載のノイズキャンセル装置。
【請求項９】
請求項１に記載のノイズキャンセル装置と、このノイズキャンセル装置からの信号が入力
されるとともに受信信号を選局するチューナ部と、このチューナ部からの信号が入力され
るとともに復調信号を出力する復調部とを有する高周波受信部。
【請求項１０】
請求項９に記載の高周波受信部と、この高周波受信部からの出力信号が供給されるベース
バンド信号処理部と、このベースバンド信号処理部に接続されるとともに前記テレビ信号
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の画像信号を表示する画像表示部と、前記高周波受信部および前記画像表示部を制御する
システム制御部を有する携帯機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話、携帯式のゲーム機、携帯式のコンピュータ、携帯式の辞書等のよ
うに、画像表示部を有し、その画像表示部に対して画像形成部からの信号で画像を表示す
る携帯機器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年の上記携帯機器は、部品の小型化、半導体素子の集積化がますます進んだことから
、非常に軽く、また小型化が進んでいる。このため、携帯機器の機能をますます充実する
試みも活発に行われている。
【０００３】
　これにより、携帯機器では、携帯電話、携帯式のゲーム機、携帯式のコンピュータ、携
帯式の辞書等の機能を有し、さらにテレビ放送を視聴できるようになっている。
【０００４】
　なお、この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、例えば、特許文献１が知
られている。
【特許文献１】特開２００８－２２２９４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の携帯機器では、この携帯機器から出力されるクロック信号やその
高調波信号の一部がノイズ信号となって、テレビ受信用アンテナから侵入した。
【０００６】
　特に、地上波デジタルテレビ放送は、既存のアナログ放送受信時への妨害を考慮して、
送信電力を小さくしている。このため、地上波デジタルテレビ受信時に、電波状態が悪い
場合には受信感度の劣化となり、テレビ放送を視聴できない場合が発生した。
【０００７】
　そこで本発明は、携帯機器内にあるノイズ信号源から発生するノイズ信号により、テレ
ビ受信感度の劣化を防止することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的を達成するために、本発明のノイズキャンセル装置では、ノイズ発生源に近接
して配置されるとともに前記ノイズ発生源から出力されるノイズ信号を抽出するピックア
ップアンテナと、テレビ受信用アンテナからのテレビ信号が第１の入力に供給されるとと
もに前記ピックアップアンテナにより抽出された前記ノイズ信号が第２の入力に供給され
るノイズキャンセル部を設ける。
【０００９】
　これにより所期の目的を達成するものである。
【発明の効果】
【００１０】
　以上のように、本発明のノイズキャンセル装置では、ノイズ発生源に近接して配置され
るとともに前記ノイズ発生源から出力されるノイズ信号を抽出するピックアップアンテナ
と、テレビ受信用アンテナからのテレビ信号が第１の入力に供給されるとともに前記ピッ
クアップアンテナにより抽出された前記ノイズ信号が第２の入力に供給されるノイズキャ
ンセル部を設ける。
【００１１】
　これにより、ノイズ信号発生源から出力されるノイズ信号がテレビ受信用アンテナに飛
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び込んだとしても、ノイズキャンセル部により抑制できる。
【００１２】
　従って、弱電界地域におけるテレビ放送受信時の受信感度の劣化を改善できるものであ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　（実施の形態１）
　以下、本発明の実施の形態１について、図１を用いて説明する。図１は、携帯機器１０
１のブロック図である。本発明の実施の形態では一実施例として、ＵＨＦ帯を用いたデジ
タル方式のテレビ信号を受信できる携帯機器１０１について説明する。
【００１４】
　この携帯機器１０１は、デジタル方式のテレビ信号を受信するテレビ受信用アンテナ１
１７により受信する高周波受信部１０３と、携帯電話、携帯式のゲーム機、携帯式のコン
ピュータ、携帯式の辞書等の機能を有する本体部１０５と、これら高周波受信部１０３の
出力と本体部１０５の出力がそれぞれ接続されているベースバンド信号処理部１０７と、
このベースバンド信号処理部１０７からの信号が供給される画像表示部１０９、音声出力
部１１１と、ベースバンド信号処理部１０７、高周波受信部１０３、本体部１０５を制御
するシステム制御部１１３から構成されている。
【００１５】
　また、ベースバンド信号処理部１０７とシステム制御部１１３とにより画像形成部１１
５が構成されている。
【００１６】
　高周波受信部１０３は、テレビ受信用アンテナ１１７からのテレビ信号が供給される入
力端子１１９と、トランスポートストリーム（ＰＳ）信号が出力される出力端子１２１が
設けられている。
【００１７】
　この入力端子１１９から出力端子１２１に向かって順に、テレビ受信用アンテナ１１７
の入力インピーダンスを整合させる整合器１２２、高周波信号を増幅する高周波増幅器１
２３、この高周波増幅器１２３からの出力信号が入力１２５ａに供給される合成回路１２
５、チューナ１２７、デジタル信号をデジタル復調する復調部１２９、誤り訂正および復
号化の信号処理を行うデコード部１３１が接続されている。
【００１８】
　また、整合器１２２と高周波増幅器１２３によりアンテナ整合器１３２が構成されてい
る。
【００１９】
　さらに、合成回路１２５の入力１２５ｂには、キャンセル信号生成回路１３５の出力が
接続されている。このキャンセル信号生成回路１３５の入力には、ピックアップアンテナ
１３３により抽出されたノイズ信号が入力端子１３４ａおよび配線部１３４を介して入力
される。これらキャンセル信号生成回路１３５および合成回路１２５によりノイズキャン
セル部１３７が構成されている。
【００２０】
　また、このノイズキャンセル部１３７とピックアップアンテナ１３３により、ノイズキ
ャンセル装置１３８が構成されている。
【００２１】
　なお、ピックアップアンテナ１３３の一方は開放状態とし、他方をキャンセル信号生成
回路１３５に接続している。
【００２２】
　また、チューナ１２７の入力部には、入力１２７ａから出力に向かって順に、少なくと
も利得制御の可能な高周波増幅器１２７ｂ、混合器１２７ｃ（共に図示せず）が設けられ
ている。
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【００２３】
　このように構成された携帯機器１０１の動作について図１を用いて以下説明する。
【００２４】
　最初に、本体部１０５、画像形成部１１５、画像表示部１０９、音声出力部１１１の動
作について説明する。本体部１０５は、携帯電話、携帯式のゲーム機、携帯式のコンピュ
ータ、携帯式の辞書等の機能を有している。この本体部１０５から出力される例えばベー
スバンド信号は、ベースバンド信号処理部１０７に入力される。
【００２５】
　これら本体部１０５、ベースバンド信号処理部１０７、画像表示部１０９は、システム
制御部１１３により制御されている。このベースバンド信号処理部１０７から出力される
映像信号は、画像表示部１０９により画像が表示され、また、ベースバンド信号処理部１
０７からの出力信号は、音声出力部１１１により音声信号とされる。
【００２６】
　次に、高周波受信部１０３の動作について説明する。テレビ受信用アンテナ１１７では
、テレビ信号が受信できるが、同時にノイズ信号源からの不要なノイズ信号が受信され、
アンテナ整合器１３２に供給される。
【００２７】
　このアンテナ整合器１３２はテレビ受信用アンテナ１１７側の整合器１２２とその後続
の高周波増幅器１２３とにより構成され、これによりインピーダンス整合を図っている。
【００２８】
　このアンテナ整合器１３２から出力されるテレビ信号は、ノイズキャンセル部１３７に
入力される。このノイズキャンセル部１３７では、テレビ受信用アンテナ１１７に飛び込
んだ不要なノイズ信号は、ピックアップアンテナ１３３により抽出されたノイズ信号に基
づいてノイズキャンセルされる。
【００２９】
　このノイズキャンセル部１３７から出力されるノイズキャンセルされたテレビ信号は、
チューナ１２７の入力１２７ａに入力される。このチューナ１２７の出力からは、利得制
御されるとともに混合器１２７ｃ（図示せず）により周波数変換された中間周波信号ある
いはベースバンド信号が出力される。
【００３０】
　この中間周波信号あるいはベースバンド信号は復調部１２９に入力される。この復調部
１２９から出力される復調信号は、デコード部１３１に入力される。このデコード部１３
１から出力されるトランスポートストリーム（ＴＳ）信号は、出力端子１２１から出力さ
れる。
【００３１】
　このＴＳ信号は、ベースバンド信号処理部１０７に入力され、ベースバンド信号処理部
１０７からは映像信号と音声信号が出力され、さらに画像表示部１０９、音声出力部１１
１にそれぞれ入力される。
【００３２】
　また、システム制御部１１３は、高周波受信部１０３の受信チャンネルを選択し、さら
に復調部１２９、デコード部１３１を制御する。
【００３３】
　このようにして、主に高周波受信部１０３、画像形成部１１５、画像表示部１０９、音
声出力部１１１により、テレビ信号を受信できる。ところが、このテレビ信号の受信可能
な高周波受信部１０３は、携帯電話、携帯式のゲーム機、携帯式のコンピュータ、携帯式
の辞書等に内蔵されて用いられる。また、携帯機器として、ますます小型化サイズとされ
ている。
【００３４】
　このように、携帯機器としての機能アップ、さらに小型化サイズとなった結果として、
例えば画像形成部１１５、画像表示部１０９を制御するためのそれぞれのクロック信号の
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高調波信号、あるいは発振器の高調波信号が、弱電界地域におけるテレビ放送受信時の受
信感度に悪い影響を与えることが発生する。
【００３５】
　例えば、これらクロック信号の高調波信号あるいは発振器の高調波信号の周波数が、Ｕ
ＨＦのテレビ信号の周波数と一致する場合に受信感度が劣化する。
【００３６】
　特に、最近始まったいわゆる１セグメント放送では、アナログ信号への妨害を考慮して
そもそも送信信号の電力が小さいので、テレビ信号の受信レベルが低い場所におけるテレ
ビ放送視聴時には、上記携帯機器からのクロック信号、発振器の高調波信号による影響は
大きく、特に弱電界地域におけるテレビ放送受信時の受信感度が悪くなる場合が発生する
。
【００３７】
　この受信感度を改善するためのノイズキャンセル装置１３８の動作について説明する。
【００３８】
　このノイズキャンセル装置１３８では、ピックアップアンテナ１３３によりノイズ信号
源からのノイズ信号が抽出され、この抽出されたノイズ信号はキャンセル信号生成回路１
３５において位相調整およびレベル調整が行われ、ノイズキャンセル信号となって合成回
路１２５の入力１２５ｂに入力される。
【００３９】
　この合成回路１２５では、入力１２５ａから入力されるノイズ信号とキャンセル信号生
成回路１３５から出力されるノイズキャンセル信号が合成回路１２５により合成され、こ
れによりノイズ信号が位相キャンセルされる。
【００４０】
　このノイズ信号が位相キャンセルされたテレビ信号は、デコード部１３１に入力され、
例えばＢＥＲ、あるいはＣ／Ｎ等の受信品質を検出し、判定することができる。この受信
品質検出信号に基づいてノイズキャンセル部１３７の動作開始、動作停止の制御をするこ
とができる。
【００４１】
　このように、システム制御部１１３が、ノイズキャンセル部１３７における位相キャン
セルの動作と、さらにデコード部１３１における検出・判定の動作の繰り返しを行う。こ
れにより、最終的にキャンセル信号生成回路１３５の振幅、位相を最適な値に調整するこ
とができる。
【００４２】
　これにより、テレビ信号の受信時に、携帯機器１０１のクロック信号やその高調波信号
からなるノイズ信号がテレビ受信用アンテナ１１７から侵入したとしても、ノイズキャン
セル装置１３８によりキャンセルすることができる。
【００４３】
　なお、ノイズ信号がテレビ受信用アンテナ１１７に侵入することにより妨害となるのは
、テレビ受信用アンテナ１１７の希望チャンネルが弱電界の場合であり、受信品質の良好
な場合にはノイズキャンセル部１３７を動作させる必要がない。
【００４４】
　例えば、チューナ１２７に内蔵されている増幅器の利得制御電圧を用いて弱電界を検出
し、この検出結果によりノイズキャンセル部１３７の動作を制御することができる。この
利得制御電圧を用いた検出は、ＢＥＲ、Ｃ／Ｎを用いた受信品質検出に比較して高速であ
り、例えば高速移動中において効果を発揮できる。
【００４５】
　また、ノイズキャンセル部１３７は、チューナ１２７の入力１２７ａとチューナ１２７
内の利得制御用の高周波増幅器１２７ｂ（図示せず）の入力の間に接続しても同様の効果
が得られ、この場合には高周波受信部１０３のノイズキャンセル部１３７を挿入したこと
による雑音指数の劣化を小さくできる。
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【００４６】
　さらに、ノイズキャンセル部１３７は、チューナ１２７に内蔵されている利得制御用の
高周波増幅器１２７ｂ（図示せず）の出力から混合器１２７ｃ（図示せず）の入力までの
間に接続してもよい。この場合には、ノイズキャンセル部１３７の挿入損失、整合損失に
よる高周波受信部１０３の雑音指数の劣化を軽減できるので、受信感度の劣化が少ない。
【００４７】
　さらになお、テレビ受信用アンテナ１１７には、プリントパターン、金属製ライン、マ
イクロストリップラインを用いてもよく、さらにパッチアンテナ、逆Ｆアンテナ、逆Ｌア
ンテナを用いてもよい。
【００４８】
　図２は、本発明の携帯機器１０１の各ブロックの配置図である。この配置図の右図は上
面から見た透視図を表し、左図は側面からの透視図を表している。
【００４９】
　図２において、ケース１４１内の基板１４３の上面１４３ａには、高周波受信部１０３
と、テレビ受信用アンテナ１１７を配置し、下面１４３ｂには画像形成部１１５を配置し
ている。また、基板１４３の上方には画像表示部１０９が設けられている。
【００５０】
　ピックアップアンテナ１３３には、例えば直線状としたプリントパターンによるピック
アップアンテナ１４４を用いている。このピックアップアンテナ１４４の端部１４４ｃは
、高周波受信部１０３に設けられた入力端子１３４ａを介してキャンセル信号生成回路１
３５に接続し、ピックアップアンテナ１４４の端部１４４ｂは開放状態としている。
【００５１】
　この携帯機器１０１におけるノイズ信号源と、ピックアップアンテナ１４４と、テレビ
受信用アンテナ１１７との間の配置において、重要な点について以下説明する。
【００５２】
　最初に重要な点は、ピックアップアンテナ１４４は、ノイズ信号源の一つである画像形
成部１１５に近接して配置し、テレビ受信用アンテナ１１７は、ノイズ信号源である画像
形成部１１５、画像表示部１０９から離して配置することである。
【００５３】
　すなわち、基板１４３の一方の面に画像形成部１１５を設け、一方の面または他方の面
にピックアップアンテナ１３３を近接して設けることにより、ピックアップアンテナ１４
４のノイズ信号源との結合を大きくできる。また、ノイズ信号源とテレビ受信用アンテナ
１１７とを離して配置することにより、ノイズ信号源からのノイズ信号のテレビ受信用ア
ンテナ１１７への飛び込みを防止できる。
【００５４】
　次に重要な点は、ピックアップアンテナ１４４は、テレビ受信用アンテナ１１７に対し
てほぼ直角に配置することである。
【００５５】
　例えば、弱電界地域では、テレビ受信用アンテナ１１７の向きは、テレビ信号が送られ
てくる方向に対して直角または直角に近い向きにすることにより良好な受信状態で視聴で
きる。
【００５６】
　この場合、ピックアップアンテナ１３３は、テレビ受信用アンテナ１１７に対してほぼ
直角に配置されているので、ピックアップアンテナ１３３へのテレビ信号の受信レベルは
最小とできる。
【００５７】
　これにより、ピックアップアンテナ１３３では、必要なノイズ発生源からのノイズ信号
を十分に受信でき、不要なテレビ信号の受信レベルは十分に小さくできる。
【００５８】
　さらに重要なことは、ピックアップアンテナ１４４の長さ１４４ａはテレビ受信用アン
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テナ１１７の長さより短く、例えばテレビ信号の波長の１６分の１とすることである。こ
れは、テレビ受信用アンテナ１１７に対してテレビ信号が直角方向以外の方向から入力さ
れる場合であっても、ピックアップアンテナ１４４へのテレビ信号の飛び込み量を最小に
することができる。
【００５９】
　図３（ａ）、（ｂ）、（ｃ）および、（数１）、（数２）を用いて、この理由について
以下説明する。
【００６０】
　図３（ａ）は、テレビ受信用アンテナ１１７で受信されたのち、合成回路１２５の入力
１２５ａに入力されるテレビ信号１７１とノイズ信号１７３を表している。横軸は周波数
１７５を表し、縦軸はレベル１７７を表している。
【００６１】
　図３（ａ）において、Ｃｏ／Ｎｏ（テレビ信号レベル対ノイズ信号レベル）１７９は、
４．９ｄＢ以上が必要とされる。なお、この４．９ｄＢは、例えば、１ｓｅｇで１／２Ｑ
ＰＳＫ受信における所要Ｃ／Ｎである。
【００６２】
　図３（ｂ）は、ピックアップアンテナ１４４で抽出されたのち、合成回路１２５の入力
１２５ｂに入力されるノイズ信号１８１とテレビ受信信号１８３である。
【００６３】
　図３（ｃ）は、図３（ａ）の信号と図３（ｂ）の信号が合成回路１２５で合成された後
の信号である。なお、この合成回路１２５においてノイズキャンセルするためには、ノイ
ズ信号１７３とノイズ信号１８１のレベルは同一レベルとされる。
【００６４】
　図３（ｃ）において、ノイズキャンセルの効果が３ｄＢとすれば、ノイズ信号１７３は
、ノイズ信号１８７となって３ｄＢ小さいレベルとされる。
【００６５】
　従って、（数１）に示すように、テレビ受信信号１８５とノイズ信号１８７のＣ／Ｎ１
８９は、およそ８ｄＢと改善できる。
【００６６】
【数１】

【００６７】
　ところが、ピックアップアンテナ１４４で抽出したテレビ受信信号１８３が、ノイズキ
ャンセルされたノイズ信号１８７より大きい場合には、改善度合いが損なわれてしまう。
【００６８】
　このため、合成回路１２５の入力１２５ｂへの入力信号レベルとして、テレビ受信信号
１８３は、ノイズ信号１８１に対して、およそ３ｄＢ以上小さくすることが必要となる。
【００６９】
　例えば、ピックアップアンテナ１４４の長さを、テレビ信号（例えば４７０ＭＨｚ～７
７０ＭＨｚとして）の波長の１６分の１とした場合について以下説明する。
【００７０】
　（数２）では、４分の１波長を有するテレビ受信用アンテナ１１７におけるテレビ受信
信号レベルＶ（１／４波長）と、１６分の１波長を有するピックアップアンテナ１４４に
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おけるテレビ受信信号レベルＶ（１／１６波長）の比を表している。
【００７１】
【数２】

【００７２】
　これにより、（Ｖ（１／４波長）／Ｖ（１／１６波長））を、およそ８ｄＢとできる。
従って、ピックアップアンテナ１４４で抽出したテレビ受信信号１８３を、テレビ受信用
アンテナ１１７で受信するテレビ受信信号１８５よりおよそ８ｄＢ以上小さくすることが
可能となる。
【００７３】
　以上のように、弱電界地域では、テレビ受信用アンテナ１１７の向きは、テレビ信号が
送られてくる方向に対して直角または直角に近い向きにすることにより良好な受信状態で
視聴できる。この場合、ピックアップアンテナ１３３は、テレビ受信用アンテナ１１７に
対してほぼ直角に配置されているので、ピックアップアンテナ１３３へのテレビ信号の受
信レベルは最小とできる。
【００７４】
　従って、ピックアップアンテナ１３３では、必要なノイズ発生源からのノイズ信号を十
分に受信でき、テレビ信号の受信レベルは十分に小さくできる。
【００７５】
　これにより、テレビ信号を受信時に、携帯機器１０１のクロック信号やその高調波信号
からなるノイズ信号がテレビ受信用アンテナ１１７から侵入したとしても、システム制御
部１１３を用いてキャンセル信号生成回路１３５の位相および利得を最適化でき、その結
果としてノイズキャンセル装置１３８により受信用アンテナ１１７から侵入したノイズ信
号のみをキャンセルすることができる。
【００７６】
　また、このノイズキャンセル装置１３８を設けた高周波受信部１０３では、ノイズ信号
源が近接して設けられてもノイズ信号源からのノイズ信号による影響をキャンセルできる
。従って、小型化サイズとした携帯機器１０１を実現することができる。
【００７７】
　さらに、ノイズキャンセル部１３７における最適化された位相および利得のデータをシ
ステム制御部１１３にチャンネル毎に記憶し、次回受信時にこの記憶データを用いてノイ
ズキャンセル部１３７の位相および利得を最適化制御できるので、短時間に希望のチャン
ネルを受信する携帯機器を提供することができる。
【００７８】
　なお、携帯機器として携帯電話を用いた場合には、通話時あるいは待機時において本体
部に設けられた携帯電話用アンテナから大きな送信信号が出力される。この送信信号をノ
イズ信号として扱って、ノイズキャンセル装置１３８を用いて位相キャンセルすることが
できる。
【００７９】
　図４（ａ）、（ｂ）は、ピックアップアンテナ１４４の他の実施形態であるジグザグ部
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を有するプリントパターンを用いたピックアップアンテナ１５１、１５２をそれぞれ表し
ている。
【００８０】
　図４（ａ）において、ピックアップアンテナ１５１は、縦方向の長さ１５１ａと横方向
の長さ１５１ｂを有し、横方向の長さ１５１ｂを長手方向とし、この長手方向はテレビ受
信用アンテナ１１７とほぼ直角に配置している。
【００８１】
　また、ピックアップアンテナ１５１の出力端子１５１ｃは入力端子１３４ａに接続され
、出力端子１５１ｄは開放された状態としている。
【００８２】
　図４（ｂ）のピックアップアンテナ１５２は、縦方向の長さ１５２ａと横方向の長さ１
５２ｂを有し、横方向の長さ１５２ｂを長手方向とし、この長手方向はテレビ受信用アン
テナ１１７とほぼ直角に配置している。
【００８３】
　また、ピックアップアンテナ１５２の出力端子１５２ｃは入力端子１３４ａに接続され
、出力端子１５２ｄは開放された状態としている。
【００８４】
　このようにジグザグ部あるいは曲線部を有するプリントパターンを用いることにより、
ピックアップアンテナ１５１、１５２は、小型化サイズとできるので、ピックアップアン
テナ１５１、１５２によるテレビ信号の受信レベルは、ピックアップアンテナ１４４によ
るテレビ信号の受信レベルよりさらに小さくできる。
【００８５】
　なお、ピックアップアンテナ１４４、１５１、１５２として、例えばマイクロストリッ
プライン、あるいは金属製ラインを用いてもよい。
【００８６】
　また、ピックアップアンテナ１４４、１５５とキャンセル信号生成回路１３５の間は、
例えばプリントパターン等の配線部１３４により接続される。この配線部１３４の配線が
長い場合には、この配線部１３４にテレビ信号が流入してしまい、テレビ信号がノイズキ
ャンセル部１３７によりキャンセルされることになる。これを防止するには、例えば配線
部１３４をシールドすることにより改善できる。
【００８７】
　さらに、この配線部１３４へのテレビ信号の流入によるノイズキャンセル動作の劣化は
、ピックアップアンテナ１４４とキャンセル信号生成回路１３５の間であって、かつピッ
クアップアンテナ１４４の出力に近接して高周波増幅器１３６（図示せず）を接続するこ
とにより改善できる。
【００８８】
　これは、たとえ配線部１３４にテレビ信号の流入があったとしても、ピックアップアン
テナ１４４によるノイズ信号レベルを増幅することにより、キャンセル信号生成回路１３
５に入力するノイズ信号レベル対テレビ信号レベルの比を大きくできるからである。
【００８９】
　図５は、本発明の他の実施形態を示し、この携帯機器１６１は、図２の携帯機器１０１
に対して、ピックアップアンテナ１４４とキャンセル信号生成回路１６３との間を平衡回
路２３０ａ、２３０ｂで接続している点が異なる。
【００９０】
　また、高周波受信部１６２には平衡回路２３０ａ、２３０ｂにそれぞれ接続された入力
端子２３１ａ、２３１ｂが設けられている。
【００９１】
　この携帯機器１６１は、テレビ受信用アンテナ１１７、ピックアップアンテナ１４４が
接続される高周波受信部１６２から構成されている。また、ピックアップアンテナ１４４
と、ノイズキャンセル部１３７によりノイズキャンセル装置１６５を構成している。
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【００９２】
　この携帯機器１６１では、ピックアップアンテナ１４４とキャンセル信号生成回路１６
３との間を平衡回路２３０ａ、２３０ｂで接続している。このため、例えテレビ信号が平
衡回路２３０ａ、２３０ｂの配線部に飛び込んだとしても、この飛び込んだテレビ信号は
キャンセル信号生成回路１６３により位相キャンセルされる。
【００９３】
　また、平衡回路２３０ａ、２３０ｂだけでなく、ピックアップアンテナ１４４も平衡回
路になるように構成すればよく、たとえテレビ信号がピックアップアンテナ１４４に飛び
込んだとしても、キャンセル信号生成回路１６３によりキャンセルすることができる。
【００９４】
　また、平衡回路２３０ａ、２３０ｂへのテレビ信号の流入は、ピックアップアンテナ１
４４とキャンセル信号生成回路１６３の間であって、かつピックアップアンテナ１４４の
出力に近接して平衡入力、平衡出力の高周波増幅器１３６ａ（図示せず）を接続すること
によりさらに改善できる。
【００９５】
　これは、たとえ平衡回路２３０ａ、２３０ｂにテレビ信号の流入があったとしても、ピ
ックアップアンテナ１４４によるノイズ信号レベルを増幅することにより、キャンセル信
号生成回路１６３に入力するノイズ信号レベル対テレビ信号レベルの比を大きくできるか
らである。
【００９６】
　さらに、ピックアップアンテナ１４４には、図４（ａ）、（ｂ）で示すピックアップア
ンテナ１５１、１５２を用いることができる。すなわち、ピックアップアンテナ１５１の
出力端子１５１ｃ、１５１ｄは、入力端子２３１ａ、２３１ｂにそれぞれ接続して用いる
ことができる。
【００９７】
　また、ピックアップアンテナ１５１、１５２の長手方向はテレビ受信用アンテナ１１７
とほぼ直角に配置している。
【００９８】
　これにより、ピックアップアンテナ１５１、１５２は、小型化サイズとでき、ピックア
ップアンテナ１５１、１５２によるテレビ信号の受信レベルは、ピックアップアンテナ１
４４によるテレビ信号の受信レベルよりさらに小さくできる。
【００９９】
　従って、ノイズキャンセル部１３７では、ノイズ信号を確実に位相キャンセルでき、ま
たテレビ信号を位相キャンセルすることを防止できる。
【０１００】
　なお、ピックアップアンテナ１４４、１５１、１５２として、例えばマイクロストリッ
プライン、あるいは金属製ラインを用いても同様である。
【０１０１】
　図６は、本発明の他の実施形態を示し、この携帯機器３０１は、図２の携帯機器１０１
に対して、ピックアップアンテナ１４４の端部１４４ｂをグランドに接続している点が異
なる。
【０１０２】
　この携帯機器３０１は、テレビ受信用アンテナ１１７、ピックアップアンテナ１４４が
接続される高周波受信部３０３から構成されている。また、ピックアップアンテナ１４４
と、ノイズキャンセル部１３７によりノイズキャンセル装置３０５を構成している。
【０１０３】
　このピックアップアンテナ１４４の端部１４４ｂは、例えばノイズ発生源の一つである
画像形成部１１５のノイズ発生源に近接したグランドに接続している。これにより、互い
のグランドを共通としているので、画像形成部１１５からのノイズ信号成分を確実にピッ
クアップできる。また、ピックアップアンテナ１４４のインピーダンスを十分に小さくで
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きるので、テレビ信号を受信することがない。
【０１０４】
　また、ピックアップアンテナ１４４とキャンセル信号生成回路１３５の間の配線部１３
４のシールド処理については、図２と同様である。
【０１０５】
　さらに、ピックアップアンテナ１４４は、図４（ａ）、（ｂ）で示すピックアップアン
テナ１５１、１５２を用いることができる。
【０１０６】
　すなわち、ピックアップアンテナ１５１の出力端子１５１ｃは入力端子１３４ａに接続
し、出力端子１５１ｄは画像形成部１１５のグランドに接続して用いることができる。ま
た、ピックアップアンテナ１５２の出力端子１５２ｃは入力端子１３４ａに接続し、出力
端子１５２ｄは画像形成部１１５のグランドに接続して用いることができる。
【０１０７】
　このようにして、ピックアップアンテナ１５１、１５２は、小型化サイズとでき、ピッ
クアップアンテナ１５１、１５２のそれぞれ長さ１５１ｂ、１５２ｂである長手方向はテ
レビ受信用アンテナ１１７とほぼ直角に配置している。
【０１０８】
　従って、このピックアップアンテナ１５１、１５２によるテレビ信号の受信レベルは、
ピックアップアンテナ１４４によるテレビ信号の受信レベルよりさらに小さくできる。
【０１０９】
　これにより、ノイズキャンセル部１３７では、ノイズ信号を確実に位相キャンセルでき
、またテレビ信号を位相キャンセルすることを防止できる。
【０１１０】
　なお、ピックアップアンテナ１４４、１５１、１５２として、例えばマイクロストリッ
プライン、あるいは金属製ラインを用いても同様である。
【０１１１】
　（実施の形態２）
　以下、本発明の実施の形態２について、図１、および図７を用いて携帯機器５０１につ
いて説明する。図７の右図は上面から見た透視図を表し、左図は側面からの透視図を表し
ている。なお、図７で使用した部品について、図２と同じものについては同一の番号を付
して説明を簡略化している。
【０１１２】
　実施の形態１の携帯機器１０１では、図２に示すように、テレビ受信用アンテナ１１７
に対してほぼ直角に配置したピックアップアンテナ１３３を用いたノイズキャンセル装置
１３８を内蔵している。
【０１１３】
　これに対して、本実施の形態の携帯機器５０１では、図７に示すように、直線状とした
例えばプリントパターンを用いたピックアップアンテナ５０２を用い、このピックアップ
アンテナ５０２はテレビ受信用アンテナ１１７に対してほぼ平行に配置したノイズキャン
セル装置５０５を内蔵している点が異なる。
【０１１４】
　なお、このピックアップアンテナ５０２の端部５０２ｃは高周波受信部５０３に設けら
れた入力端子５０３ａを介してキャンセル信号生成回路１３５に接続され、ピックアップ
アンテナ５０２の端部５０２ｂは開放された状態としている。
【０１１５】
　図７において、携帯機器５０１は、テレビ受信用アンテナ１１７、ピックアップアンテ
ナ５０２が接続される高周波受信部５０３から構成されている。また、ピックアップアン
テナ５０２と、ノイズキャンセル部１３７によりノイズキャンセル装置５０５を構成して
いる。
【０１１６】
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　ピックアップアンテナ５０２は、例えばプリントパターンを用い、ノイズ信号発生源の
一つである画像形成部１１５に近接して配置する。
【０１１７】
　例えば、基板１４３の上面１４３ａに画像形成部１１５を設け、上面１４３ａあるいは
下面１４３ｂにピックアップアンテナ５０２を近接して設けることによりノイズ信号を確
実に抽出できる。
【０１１８】
　ここで重要なことは、ピックアップアンテナ５０２として直線状のプリントパターンを
用いた場合には、テレビ受信用アンテナ１１７の長手方向に対してほぼ平行に配置し、か
つピックアップアンテナ５０２の長さ５０２ａはテレビ受信用アンテナ１１７の長さ１１
７ａより短くすることである。
【０１１９】
　なお、テレビ受信用アンテナ１１７には、プリントパターン、金属製ライン、マイクロ
ストリップラインを用いてもよく、さらにパッチアンテナ、逆Ｆアンテナ、逆Ｌアンテナ
を用いてもよい。これらのアンテナの長手方向に対して、ピックアップアンテナ５０２の
長手方向の長さ５０２ａをほぼ平行に配置すればよい。
【０１２０】
　次に、テレビ放送信号の送られてくる方向とテレビ受信用アンテナ１１７の向きについ
て説明する。
【０１２１】
　携帯機器５０１に内蔵されたノイズ信号源からのノイズ信号がテレビ受信用アンテナ１
１７に飛び込んで受信感度が劣化し問題となるのは、弱電界地域においてテレビ信号を受
信する場合である。
【０１２２】
　この場合には、テレビ受信用アンテナ１１７はテレビ放送信号が送られてくる方向に対
して直角または直角に近い配置として視聴することになる。これに対して、ピックアップ
アンテナ５０２は、テレビ受信用アンテナ１１７に対してほぼ平行に配置している。
【０１２３】
　このため、例えばテレビ受信用アンテナ１１７の向きが変わった場合、ピックアップア
ンテナ５０２も同様に向きが変わるので、ピックアップアンテナ５０２におけるテレビ信
号受信レベルは、テレビ受信用アンテナ１１７におけるテレビ信号受信レベルより常に一
定の割合で小さくできる。
【０１２４】
　従って、キャンセル信号生成回路１３５において、ピックアップアンテナ５０２で受信
したテレビ信号による影響を受けることがない。これにより、システム制御部１１３では
、キャンセル信号生成回路１３５の位相および利得を最適化することができる。
【０１２５】
　以上のように、ピックアップアンテナ５０２をテレビ受信用アンテナ１１７に対してほ
ぼ平行に配置することにより、テレビ信号の送られてくる方向に対してテレビ受信用アン
テナ１１７の向きが変わった場合でも、ピックアップアンテナ５０２でのテレビ信号受信
レベルは、テレビ受信用アンテナ１１７でのテレビ信号受信レベルより常に一定の割合で
小さくできる。
【０１２６】
　これにより、テレビ信号の受信時に、携帯機器１０１のクロック信号やその高調波信号
からなるノイズ信号がテレビ受信用アンテナ１１７から侵入したとしても、ノイズキャン
セル装置１３８により精度よくキャンセルすることができる。
【０１２７】
　また、この最適化された位相および利得のデータをシステム制御部１１３にチャンネル
毎に記憶し、次回受信時にこの記憶データを用いてノイズキャンセル部１３７の位相およ
び利得を最適化制御できるので、短時間に希望のチャンネルを受信することができる。
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【０１２８】
　なお、ピックアップアンテナ５０２とキャンセル信号生成回路１３５の間は、例えばプ
リントパターン等の配線部１３４により接続される。ところが、この配線部１３４の配線
が長い場合には、この配線部１３４によりテレビ信号が流入する。この流入したテレビ信
号がノイズキャンセル後のノイズ信号より大きい場合には、ノイズキャンセル部１３７の
ノイズキャンセルによる効果が損なわれてしまう。
【０１２９】
　これを防止するには、例えば配線部１３４をシールドすることにより改善できる。また
、ピックアップアンテナ５０２とキャンセル信号生成回路１３５の間であって、かつピッ
クアップアンテナ５０２の出力に近接して高周波増幅器１３６（図示せず）を接続するこ
とにより改善できる。
【０１３０】
　図８（ａ）、（ｂ）は、ピックアップアンテナ５０２の他の実施形態であるジグザグ部
を有するプリントパターンによるピックアップアンテナ５０４、５０６をそれぞれ表して
いる。
【０１３１】
　図８（ａ）において、ピックアップアンテナ５０４は、縦方向の長さ５０４ａと横方向
の長さ５０４ｂを有し、縦方向の長さ５０４ａを長手方向とし、この長さ５０４ａである
長手方向をテレビ受信用アンテナ１１７に対してほぼ平行に配置している。
【０１３２】
　また、ピックアップアンテナ５０４の出力端子５０４ｃを入力端子５０３ａに接続し、
出力端子５０４ｄを開放した状態としている。
【０１３３】
　図８（ｂ）のピックアップアンテナ５０６は、縦方向の長さ５０６ａと横方向の長さ５
０６ｂを有し、縦方向の長さ５０６ａを長手方向とし、この長さ５０６ａである長手方向
をテレビ受信用アンテナ１１７に対してほぼ平行に配置している。
【０１３４】
　また、ピックアップアンテナ５０６の出力端子５０６ｃを入力端子５０３ａに接続し、
出力端子５０６ｄを開放した状態としている。
【０１３５】
　このように、ジグザグ部あるいは曲線部を有するプリントパターンを用いることにより
ピックアップアンテナ５０４、５０６を小型化サイズとできるので、ピックアップアンテ
ナ５０４、５０６によるテレビ信号の受信レベルは、ピックアップアンテナ５０２による
テレビ信号の受信レベルよりさらに小さくできる。
【０１３６】
　なお、ピックアップアンテナ５０２、５０４、５０６として、例えばマイクロストリッ
プライン、あるいは金属製ラインを用いても同様である。
【０１３７】
　図９は、本発明の他の実施形態を示し、この携帯機器６０１は、図７の携帯機器５０１
に対して、ピックアップアンテナ５０２とキャンセル信号生成回路１６３との間を平衡回
路６０５ａ、６０５ｂで接続している点が異なる。
【０１３８】
　また、高周波受信部６０３には平衡回路６０５ａ、６０５ｂにそれぞれ接続された入力
端子６０６ａ、６０６ｂが設けられている。さらに、ピックアップアンテナ５０２と、平
衡回路６０５ａ、６０５ｂと、ノイズキャンセル部１３７によりノイズキャンセル装置６
０７を構成している。
【０１３９】
　なお、図９で使用した部品について、図２と同じものについては同一の番号を付して説
明を簡略化している。
【０１４０】
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　図９において、ピックアップアンテナ５０２には、例えばプリントパターンを用い、ノ
イズ信号発生源の一つである画像形成部１１５に近接して配置している。
【０１４１】
　例えば、基板１４３の上面１４３ａに画像形成部１１５を設け、上面１４３ａあるいは
下面１４３ｂにピックアップアンテナ５０２を近接して設けることによりノイズ信号を確
実に抽出できる。
【０１４２】
　また、この携帯機器６０１では、ピックアップアンテナ５０２とキャンセル信号生成回
路１６３との間を平衡回路６０５ａ、６０５ｂで接続している。このため、例えテレビ信
号が平衡回路６０５ａ、６０５ｂの配線部に飛び込んだとしても、この飛び込んだテレビ
信号はキャンセル信号生成回路１６３によりキャンセルされる。
【０１４３】
　また、平衡回路６０５ａ、６０５ｂだけでなく、ピックアップアンテナ５０２も平衡回
路になるように構成すればよく、たとえテレビ信号がピックアップアンテナ５０２に飛び
込んだとしても、キャンセル信号生成回路１６３によりキャンセルすることができる。
【０１４４】
　また、平衡回路６０５ａ、６０５ｂへのテレビ信号の流入は、ピックアップアンテナ５
０２とキャンセル信号生成回路１６３の間であって、かつピックアップアンテナ５０２の
出力に近接して平衡入力、平行出力の高周波増幅器１３６ａ（図示せず）を接続すること
によりさらに改善できる。
【０１４５】
　これは、たとえ平衡回路６０５ａ、６０５ｂにテレビ信号の流入があったとしても、ピ
ックアップアンテナ５０２によるノイズ信号レベルを増幅することにより、キャンセル信
号生成回路１６３に入力するノイズ信号レベル対テレビ信号レベルの比を大きくできるか
らである。
【０１４６】
　また、ピックアップアンテナ５０２には、図８（ａ）、（ｂ）で示すピックアップアン
テナ５０４、５０６を用いて接続することができる。
【０１４７】
　図８（ａ）において、ピックアップアンテナ５０４の出力端子５０４ｃ、５０４ｄを入
力端子６０６ａ、６０６ｂにそれぞれ接続する。
【０１４８】
　このピックアップアンテナ５０４の長さ５０４ａである長手方向はテレビ受信用アンテ
ナ１１７に対してほぼ平行に配置する。
【０１４９】
　図８（ｂ）において、ピックアップアンテナ５０６の出力端子５０６ｃ、５０６ｄは、
入力端子６０６ａ、６０６ｂにそれぞれ接続する。
【０１５０】
　このピックアップアンテナ５０６の長さ５０６ａである長手方向はテレビ受信用アンテ
ナ１１７に対してほぼ平行に配置する。
【０１５１】
　これにより、テレビ受信用アンテナ１１７の向きが変わった場合でも、ピックアップア
ンテナ５０４あるいは５０６におけるテレビ信号受信レベルは、テレビ受信用アンテナ１
１７でのテレビ信号受信レベルより常に一定の割合で小さくできる。
【０１５２】
　また、ピックアップアンテナ５０４、５０６には、ジグザグ部あるいは曲線部を有する
プリントパターンを用いることにより小型化サイズとできるので、ピックアップアンテナ
５０４、５０６によるテレビ信号の受信レベルは、ピックアップアンテナ５０２によるテ
レビ信号の受信レベルよりさらに小さくできる。
【０１５３】
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　なお、ピックアップアンテナ５０２、５０４、５０６として、例えばマイクロストリッ
プライン、あるいは金属製ラインを用いても同様である。
【０１５４】
　図１０は、本発明の他の実施形態を示し、この携帯機器７０１は、図７の携帯機器５０
１に対して、ピックアップアンテナ５０２の端部５０２ｂをグランドに接続している点が
異なる。
【０１５５】
　なお、このピックアップアンテナ５０２の端部５０２ｃは高周波受信部７０３に設けら
れた入力端子７０３ａを介してキャンセル信号生成回路１３５に接続されている。
【０１５６】
　この携帯機器７０１は、テレビ受信用アンテナ１１７、ピックアップアンテナ５０２が
接続される高周波受信部７０３から構成されている。また、ピックアップアンテナ５０２
と、ノイズキャンセル部１３７によりノイズキャンセル装置７０５を構成している。
【０１５７】
　このピックアップアンテナ５０２の端部５０２ｂは、ノイズ発生源である例えば画像形
成部１１５に近接したグランドに接続している。これにより、互いのグランドを共通とし
ているので、画像形成部１１５からのノイズ信号成分を確実に抽出できる。また、ピック
アップアンテナ５０２のインピーダンスを十分に小さくできるので、テレビ信号を受信す
ることがない。
【０１５８】
　また、ピックアップアンテナ５０２とキャンセル信号生成回路１３５の間の配線部１３
４のシールド処理については、図２と同様である。
【０１５９】
　また、ピックアップアンテナ５０２は、図８（ａ）、（ｂ）で示すピックアップアンテ
ナ５０４、５０６を用いて接続することができる。
【０１６０】
　図８（ａ）において、ピックアップアンテナ５０４の出力端子５０４ｃは入力端子５０
３ａに接続し、ピックアップアンテナ５０４の出力端子５０４ｄは画像形成部１１５に近
接したグランドに接続する。
【０１６１】
　このピックアップアンテナ５０４の長さ５０４ａである長手方向はテレビ受信用アンテ
ナ１１７に対してほぼ平行に配置している。
【０１６２】
　図８（ｂ）において、ピックアップアンテナ５０６の出力端子５０６ｃは入力端子５０
３ａに接続し、ピックアップアンテナ５０６の出力端子５０６ｄは画像形成部１１５に近
接したグランドに接続する。
【０１６３】
　このピックアップアンテナ５０６の長さ５０６ａである長手方向はテレビ受信用アンテ
ナ１１７に対してほぼ平行に配置している。
【０１６４】
　これにより、テレビ受信用アンテナ１１７の方向が変わった場合でも、ピックアップア
ンテナ５０４、５０６でのテレビ信号受信レベルは、テレビ受信用アンテナ１１７でのテ
レビ信号受信レベルより常に一定の割合で小さくできる。
【０１６５】
　また、ピックアップアンテナ１５１、１５２は、小型化サイズとできるので、ピックア
ップアンテナ５０４、５０６によるテレビ信号の受信レベルは、ピックアップアンテナ５
０２によるテレビ信号の受信レベルよりさらに小さくできる。
【０１６６】
　従って、ノイズキャンセル部１３７では、ノイズ信号を確実に位相キャンセルでき、ま
たテレビ信号を位相キャンセルすることを防止できる。
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【０１６７】
　なお、ピックアップアンテナ５０２、５０４、５０６として、例えばマイクロストリッ
プライン、あるいは金属製ラインを用いても同様である。
【０１６８】
　（実施の形態３）
　図１１（ａ）、（ｂ）は、図１におけるピックアップアンテナ１３３の他の実施の形態
を示している。
【０１６９】
　図１１（ａ）では、ピックアップアンテナ１３３としてチップインダクタ８０１のピッ
クアップアンテナ８０３を用い、出力端子８０３ａ、８０３ｂを設けている。
【０１７０】
　この出力端子８０３ａ、８０３ｂは、図４（ａ）、（ｂ）、あるいは図８（ａ）、（ｂ
）と同様に接続することにより、実施の形態１あるいは実施の形態２と同様に用いること
ができる。
【０１７１】
　図１１（ａ）において、チップインダクタ８０１の巻線の巻軸方向は、ノイズ信号発生
源からのノイズの進行方向に一致させる。これにより、さらに磁界結合を強くできる。
【０１７２】
　また、小型サイズとしたチップインダクタ８０１を用いることにより、不要なテレビ信
号が飛び込んでくることを防止できる。
【０１７３】
　図１１（ｂ）では、ピックアップアンテナ１３３として渦巻き型のプリントパターン８
０７のピックアップアンテナ８０９を用い、出力端子８０９ａ、８０９ｂを設けている。
【０１７４】
　この出力端子８０９ａ、８０９ｂは、図４（ａ）、（ｂ）、あるいは図８（ａ）、（ｂ
）と同様に接続することにより、実施の形態１あるいは実施の形態２と同様に用いること
ができる。
【０１７５】
　図１１（ｂ）において、プリントパターン８０７の巻軸方向は、ノイズ信号発生源から
のノイズの進行方向に一致させる。これにより、さらに磁界結合を強くできる。
【０１７６】
　なお、渦巻き型のプリントパターン２５７として、１ターンあるいは１ターン以下のプ
リントパターンとしても効果は同じである。
【０１７７】
　このように、ピックアップアンテナ６０２として、プリントパターン、チップインダク
タを用いた場合について説明したが、例えばマイクロストリップライン、あるいは金属製
ラインを用いても同様である。
【０１７８】
　（実施の形態４）
　以下、本発明の実施の形態４について、図１２を用いて説明する。図１２は、本発明の
携帯機器９０１の各ブロックの配置図である。
【０１７９】
　図１に示す実施の形態１の携帯機器１０１ではキャンセル信号生成回路１３５が設けら
れたノイズキャンセル部１３７を用いている。これに対して、本実施の形態である携帯機
器９０１では、ピックアップアンテナ１３３、９０３がそれぞれ接続されるノイズキャン
セル部９０５を用いている点が異なる。
【０１８０】
　なお、図１２で使用した部品について、図１と同じものについては同一の番号を付して
説明を簡略化している。
【０１８１】
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　図１２において、アンテナ整合器１３２とチューナ１２７の間には、ノイズキャンセル
部９０５が設けられている。このノイズキャンセル部９０５は、キャンセル信号生成回路
１３５、９０７と、これらキャンセル信号生成回路１３５、９０７からのノイズキャンセ
ル信号とアンテナ整合器１３２の出力信号がそれぞれ入力される合成回路９１０から構成
されている。
【０１８２】
　これらアンテナ整合器１３２と、ノイズキャンセル部９０５と、チューナ１２７と、復
調部１２９と、デコード部１３１から高周波受信部９０２が構成されている。
【０１８３】
　また、ノイズキャンセル部９０５と、ピックアップアンテナ１３３、９０３によりノイ
ズキャンセル装置９０９が構成されている。
【０１８４】
　さらに、キャンセル信号生成回路１３５、９０７には、ピックアップアンテナ１３３、
９０３がそれぞれ接続されている。これらピックアップアンテナ１３３、９０３は、例え
ば、画像形成部１１５、画像表示部１０９のノイズ信号発生源に近接して設けられている
。
【０１８５】
　これにより、画像形成部１１５からのノイズ信号はピックアップアンテナ１３３を介し
てキャンセル信号生成回路１３５に入力され、画像表示部１０９からのノイズ信号はピッ
クアップアンテナ９０３を介してキャンセル信号生成回路９０７に入力される。
【０１８６】
　このキャンセル信号生成回路１３５、９０７からのノイズキャンセル信号は、合成回路
９１０によりテレビ受信用アンテナに流入したそれぞれのノイズ信号を位相キャンセルす
ることができる。
【０１８７】
　このようにして、ピックアップアンテナ１３３では画像形成部１１５からのノイズ信号
をピックアップでき、ピックアップアンテナ９０３では画像表示部１０９からのノイズ信
号を抽出できる。
【０１８８】
　つまり、複数のノイズ信号が存在する場合であっても、キャンセル信号生成回路１３５
、９０７においてノイズ信号をキャンセルできるので、ノイズキャンセルの処理速度を速
くすることができる。
【０１８９】
　なお、ピックアップアンテナ１３３、９０３には、実施の形態１、実施の形態２、ある
いは実施の形態３で用いたピックアップアンテナを用いることができる。
【０１９０】
　以上のように、本発明は、テレビ信号の受信時において、携帯機器９０１の内部から輻
射される複数のノイズ信号源からのノイズ信号がテレビ受信用アンテナ１１７に侵入した
としても、複数からなるピックアップアンテナ１３３、９０３と、この複数からなるピッ
クアップアンテナ１３３、９０３がそれぞれ接続されたキャンセル信号生成回路１３５、
９０７を設けたノイズキャンセル部９０５により、複数のノイズ信号をキャンセルできる
。
【０１９１】
　従って、これらノイズ信号が問題となる弱電界におけるテレビ放送の受信感度を大幅に
改善することができる。
【０１９２】
　なお、ピックアップアンテナ１３３はテレビ受信用アンテナ１１７と画像形成部１１５
の直線上であってかつ画像形成部１１５に近接して設け、またピックアップアンテナ５０
９はテレビ受信用アンテナ１１７と画像表示部１０９の直線上であってかつ画像表示部１
０９に近接して配置する。
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　これにより、ピックアップアンテナ１３３、９０３は、画像形成部１１５、画像表示部
１０９からテレビ受信用アンテナ１１７に流入するノイズ信号に対応させてそれぞれ精度
よく抽出することが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【０１９４】
　以上の如く本発明は、テレビ信号の受信可能な携帯電話、携帯式のゲーム機、携帯式の
コンピュータ、携帯式の辞書等に用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１９５】
【図１】本発明の実施の形態１における携帯機器のブロック図
【図２】同、携帯機器の配置図
【図３】（ａ）同、ノイズキャンセル部への入力信号を表す図、（ｂ）同、ノイズキャン
セル部へのノイズキャンセル信号を表す図、（ｃ）同、ノイズキャンセル部からの出力信
号を表す図
【図４】（ａ）同、ピックアップアンテナの他の実施形態の図、（ｂ）同、ピックアップ
アンテナの他の実施形態の図
【図５】同、携帯機器の他の実施の形態の配置図
【図６】同、携帯機器の他の実施の形態の配置図
【図７】本発明の実施の形態２における携帯機器の配置図
【図８】（ａ）同、ピックアップアンテナの他の実施形態の図、（ｂ）同、ピックアップ
アンテナの他の実施形態の図
【図９】同、携帯機器の他の実施形態の配置図
【図１０】同、携帯機器の他の実施形態の配置図
【図１１】（ａ）本発明の実施の形態３におけるピックアップアンテナの図、（ｂ）同、
ピックアップアンテナの図
【図１２】本発明の実施の形態４の携帯機器のブロック図
【符号の説明】
【０１９６】
　１３３　ピックアップアンテナ
　１３７　ノイズキャンセル部
　１３８　ノイズキャンセル装置



(20) JP 2009-246936 A 2009.10.22

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(21) JP 2009-246936 A 2009.10.22

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(22) JP 2009-246936 A 2009.10.22

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(23) JP 2009-246936 A 2009.10.22

10

フロントページの続き

(72)発明者  伊藤　秀行
            大阪府門真市大字門真１００６番地　パナソニックエレクトロニックデバイス株式会社内
(72)発明者  松井　宜一
            大阪府門真市大字門真１００６番地　パナソニックエレクトロニックデバイス株式会社内
(72)発明者  北村　浩一
            大阪府門真市大字門真１００６番地　パナソニックエレクトロニックデバイス株式会社内
(72)発明者  安田　雅克
            大阪府門真市大字門真１００６番地　パナソニックエレクトロニックデバイス株式会社内
(72)発明者  佐藤　祐己
            大阪府門真市大字門真１００６番地　パナソニックエレクトロニックデバイス株式会社内
Ｆターム(参考) 5C025 AA20  AA21  AA25  BA28 
　　　　 　　  5K052 AA01  BB03  DD15  DD21  EE31  FF31  GG12  GG19  GG31 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

